
行
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
「
社
会
の
し
つ
け
運
動
」
も
推
進
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
各
地
域
に
お
け
る
青
少
年
団
体
、

例
え
ば
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
野
外
活
動
協
会
（
Ｏ
Ａ
Ａ
）、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
ど
、
昭
和
四
十
二
年
に
発
足
し

た
兵
庫
県
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す
る
多
様
な
活
動
主
体
と
連
携
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
促
進
に
も
注
力
し
た
。

第
四
節
　
社
会
福
祉
の
充
実
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

一
　
貧
困
問
題
へ
の
対
応

生
活
保
護

制
度
の
確
立

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
日
本
に
残
さ
れ
た
の
は
、
荒
廃
し
た
国
土
と
数
多
く
の
生
活
困
窮
者
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
終
戦
直
後
に
は
救
護
法
（
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
制
定
）
な
ど
の
公
的
扶
助
法
規
の
適
用
者
が
五
五

〇
万
人
に
達
し
て
い
た
。
幣し
で
原は

ら
喜き

重じ
ゅ
う
郎ろ

う
内
閣
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
指
令
を
受
け
て
昭
和
二
十
年

十
二
月
に
生
活
困
窮
者
緊
急
生
活
擁
護
要
綱
を
閣
議
決
定
し
た
。
同
要
綱
に
基
づ
き
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
か
ら
生
活
困
窮
者

に
全
額
国
費
で
生
活
必
需
品
や
仕
事
等
の
給
付
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
も
昭
和
二
十
一
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
の
下
で
生
活
保
護
法
（
旧
法
）、
二
十
五
年
に
は
旧
法
を
全
面
的
に
改
正
し
た

生
活
保
護
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
五
年
の
生
活
保
護
法
改
正
に
よ
っ
て
、
生
活
保
護
の
制
度
は
二
十
二
年

施
行
の
日
本
国
憲
法
第
二
五
条
に
定
め
ら
れ
た
生
存
権
を
担
保
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
生
活
保
護
に
は
、
生
活
扶
助
、
住
宅
扶

助
、
教
育
扶
助
、
医
療
扶
助
、
出
産
扶
助
、
生
業
扶
助
、
葬
祭
扶
助
が
含
ま
れ
て
い
る
。
生
活
保
護
に
係
る
業
務
は
、
福
祉
事
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務
所
が
担
当
し
た
。
福
祉
事
務
所
は
、
社
会
福
祉
事
業
法
（
昭
和
二
十
六
年
制
定
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
社
会
福
祉
法
）

に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
地
方
自
治
体
の
機
関
に
な
る
。

　
昭
和
二
十
年
代
は
、
戦
災
復
興
や
経
済
の
再
建
が
焦
眉
の
課
題
で
あ
り
、
貧
困
問
題
も
深
刻
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
に

生
活
保
護
が
活
用
さ
れ
、
保
護
率
は
高
水
準
の
ま
ま
推
移
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
る
と
、
雇
用
機
会
の
増
加
あ
る
い
は
賃
金
の
上
昇
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
国
民
所

得
の
水
準
の
高
ま
り
や
、生
活
保
護
の
在
り
方
を
め
ぐ
り
提
訴
さ
れ
た
朝
日
訴
訟
の
第
一
審
判
決
（
昭
和
三
十
五
年
、原
告
側
勝
訴
）

を
背
景
に
、
三
十
六
年
度
か
ら
生
活
保
護
基
準
は
大
幅
な
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
保
護
基
準
の
算
定
方
式
も
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
（
昭
和
二
十
三
～
三
十
五
年
、
最
低
生
活
に
必
要
な
飲
食
物
費
や
衣
類
な
ど
個
々
の
品
目
を
積
み
上
げ

て
算
出
）
か
ら
、
エ
ン
ゲ
ル
方
式
（
三
十
六
～
三
十
九
年
、
栄
養
所
要
量
を
満
た
し
得
る
食
品
を
理
論
的
に
積
み
上
げ
、
低
所
得
世
帯
の

エ
ン
ゲ
ル
係
数
か
ら
逆
算
し
算
出
）、
更
に
格
差
縮
小
方
式
（
四
十
～
五
十
八
年
、
一
般
国
民
と
の
格
差
を
縮
小
す
る
た
め
、
一
般
国
民
の

消
費
水
準
の
伸
び
率
以
上
に
引
上
げ
）
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
と
と
も
に
、
経
済
成
長
の
下
で
稼
働
能
力
の
あ

る
生
活
保
護
世
帯
は
経
済
的
自
立
を
果
た
し
、
年
金
・
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
充
実
も
図
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
全
国
的

に
生
活
保
護
の
利
用
者
は
減
少
し
、
保
護
率
が
低
下
し
て
い
っ
た
。

兵
庫
県
の
生
活

保
護
の
状
況

図
99
の
と
お
り
兵
庫
県
の
生
活
保
護
の
状
況
は
、
高
度
経
済
成
長
の
続
い
て
い
た
昭
和
四
十
年
代
初
頭
か
ら

半
ば
に
か
け
て
、
被
保
護
世
帯
数
が
漸
増
の
傾
向
、
被
保
護
人
員
が
漸
減
の
傾
向
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
八
年
の
第
一
次
石
油
危
機
以
降
は
、
県
内
で
被
保
護
世
帯
数
、
被
保
護
人
員
数
と
も
に
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
た
。
保
護
費
総
額
は
、
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
五
十
四
年
度
に
か
け
て
増
加
し
続
け
て
い
る
。
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兵
庫
県
内
の
被
保
護
世
帯
の
構
成
比
は
、昭
和
五
十
二
年
九
月
時
点
で
傷
病・

障
害
者
世
帯
が
四
四
・
〇
％
と
最
も
多
く
、
高
齢
者
世
帯
が
三
四
・
二
％
、
母

子
世
帯
が
一
一
・
四
％
、
そ
の
他
が
一
〇
・
四
％
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
世

帯
主
が
働
き
な
が
ら
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
世
帯
総

数
の
三
七･

四
％
を
占
め
て
い
た
が
、
五
十
二
年
九
月
に
は
一
九
％
ま
で
低
下

し
た
。
各
種
扶
助
の
う
ち
、
生
活
扶
助
の
受
給
者
が
最
も
多
く
、
住
宅
扶
助
、

医
療
扶
助
、
教
育
扶
助
が
そ
れ
に
続
い
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
図
100
の
と
お
り

生
活
保
護
の
被
保
護
実
人
員
の
約
六
割
は
県
南
部
の
市
部
（
神
戸
市
、
尼
崎
市
、

姫
路
市
）
に
居
住
し
て
い
た
ほ
か
、
昭
和
五
十
年
代
に
な
る
に
つ
れ
て
市
部
の

割
合
（
と
り
わ
け
神
戸
市
の
割
合
）
が
拡
大
し
て
い
っ
て
い
る
。

　
生
活
保
護
の
開
始
に
至
っ
た
理
由
で
、
最
多
で
あ
っ
た
の
は
傷
病
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
二
年
時
点
で
は
、
世
帯
主
の
傷
病
（
傷
病
以
外
の
理
由
が

伴
っ
て
い
る
場
合
を
含
む
）
を
理
由
と
す
る
割
合
が
六
七
％
、
世
帯
員
の
傷
病
を

理
由
と
す
る
割
合
が
五
・
二
％
で
あ
っ
た
。
県
内
の
生
活
保
護
の
保
護
率
（
人
口
一
〇
〇
人
当
た
り
の
保
護
人
員
）
は
、
昭
和
四

十
五
年
度
に
〇・九
〇
％
、
五
十
年
度
に
一・〇
一
％
と
推
移
し
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
五
十
年
代
の
県
内
の
保
護
率
は
、
一
％

台
を
下
回
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
生
活
保
護
は
、
居
宅
に
お
い
て
現
金
給
付
と
し
て
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
被
保
護
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
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て
は
施
設
に
収
容
し
、
ま
た
は
こ
れ
を
利
用
さ
せ
て
行
う
必
要
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
兵
庫
県
内
に
生
活
保
護
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
昭
和
五

十
四
年
時
点
で
の
状
況
は
、
救
護
施
設
が
五
カ
所
（
定
員
三
五
四
人
）、
更
生

施
設
が
一
カ
所
（
定
員
八
〇
人
）、医
療
保
護
施
設
が
二
カ
所
（
定
員
二
六
九
人
）、

授
産
施
設
が
一
カ
所
（
定
員
一
〇
〇
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
低
所
得
者
・
世
帯
へ
の
資
金
援
助
も
実
施

さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
昭
和
三
十
年
に
創
設
さ
れ
た
世
帯
更
正
資
金
貸
付

制
度
に
基
づ
く
支
援
で
あ
る
。
同
制
度
は
、
低
所
得
世
帯
や
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
者
の
い
る
身
体
障
害
者
世
帯
に
対
し
て
生
業
費
、
療
養

費
と
い
っ
た
資
金
を
低
利
ま
た
は
無
利
子
で
貸
し
付
け
、
経
済
的
自
立
と
生

活
意
欲
の
助
長
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
各
都
道
府
県
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
担
当
し
た
。
兵
庫
県
で
は
、申
請
者
が
民
生
委
員
に
申
請
し
、市
（
区
）・

町
・
郡
の
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
審
査
を
経

て
、
貸
付
決
定
・
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。
県
内
の
世
帯
更
正

資
金
の
貸
付
決
定
額
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
が
一
億
五
七
三
三
万
円
（
七
八
七
件
）、
五
十
年
度
が
二
億
二
九
六
〇
万
円
（
六
二

七
件
）
で
あ
っ
た
。

第一編　高度経済成長とひずみ

494



二
　
国
民
皆
年
金
体
制
の
実
現

　
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
前
半
に
か
け
て
、
各
種
共
済
組
合
の
設
立
、
二
十
九
年
の
厚
生
年
金
保
険
法
（
新
法
）
の
制

定
な
ど
年
金
制
度
の
構
築
が
図
ら
れ
た
。
他
方
で
農
林
漁
業
者
及
び
自
営
業
者
ら
は
、
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
。
加
え

て
老
齢
人
口
の
増
加
や
核
家
族
化
の
進
行
を
受
け
て
、
全
国
民
を
対
象
と
し
た
年
金
制
度
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
の
国
民
年
金
法
の
制
定
に
よ
り
国
民
年
金
制
度
が
創
設
さ
れ
、
三
十
四
年
の
福
祉
年
金
と
三
十
六
年
の
拠
出
年

金
の
導
入
に
伴
い
、
国
民
皆
年
金
体
制
が
実
現
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を
も
つ
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
日
本

国
民
で
、
他
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
者
を
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
す
る
取
組
に
な
る
。
付
言
し
て
お
く
と
、

在
日
外
国
人
（
特
に
在
日
韓
国
朝
鮮
人
）
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
納
付
し
続
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
籍
条
項
を
理
由
に

年
金
支
給
を
拒
否
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
代
に
裁
判
へ
と
発
展
（
原
告
側
の
勝
訴
）
し
、「
誤
適
用
」
を
理
由
に
救
済
さ
れ
る
と
い

う
事
態
が
生
じ
て
い
た
。

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
農
林
漁
業
者
、
自
営
業
者
、
厚
生
年
金
保
険
（
以
下
、
厚
生
年
金
）
の
適
用
さ
れ
な
い
中
小
企
業

の
被
用
者
な
ど
（
強
制
加
入
被
保
険
者
）
で
あ
り
、
他
の
公
的
年
金
制
度
の
加
入
者
の
配
偶
者
や
学
生
の
任
意
加
入
も
認
め
ら
れ

て
い
た
。
国
民
年
金
に
は
、
被
保
険
者
が
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
保
険
料
を
納
付
し
、
そ
れ
か
ら
給
付
を
受
け
る
拠
出
年
金
（
老

齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
）
と
、
制
度
が
開
始
さ
れ

た
時
点
で
既
に
老
齢
・
障
害
・
母
子
の
状
態
に
あ
る
人
な
ど
に
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
年
金
が
支
給
さ
れ
る
福
祉
（
無
拠
出
）

年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
福
祉
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
、
準
母
子
福
祉
年
金
）
の
二
種
類
が
あ
る
。

　
兵
庫
県
内
の
国
民
年
金
被
保
険
者
数
の
推
移
は
、
図
101
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
強
制
加
入
被
保
険
者
は
横
ば
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い
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
任
意
加
入
被
保
険
者
が
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
昭
和

五
十
年
度
に
県
内
の
被
保
険
者
の
総
数
は
、
一
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
と
給
付
状
況
も
一
例
で
は
あ
る
が
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
昭

和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
時
点
で
の
拠
出
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額
三
三
〇
〇

円
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
拠
出
年
金
の
一
つ
で
あ
る
老
齢
年
金
を
県
内
で
一
八

万
三
〇
九
九
人
が
受
給
し
て
い
た
。
二
五
年
の
保
険
料
納
付
で
年
額
四
七
万
七
〇
〇

円
、
一
〇
年
の
保
険
料
納
付
で
年
額
二
九
万
六
九
〇
〇
円
、
五
年
の
保
険
料
納
付
で

年
額
二
四
万
一
三
〇
〇
円
が
受
給
で
き
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一

日
時
点
で
福
祉
（
無
拠
出
）
年
金
の
一
つ
で
あ
る
老
齢
福
祉
年
金
を
県
内
で
一
五
万

九
〇
六
四
人
が
受
給
し
て
お
り
、
そ
の
支
給
額
は
年
額
二
四
万
円
（
定
額
）
で
あ
っ
た
。

　
兵
庫
県
内
の
厚
生
年
金
（
老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
を
支
給
）
の
加
入
者
数
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
が
一
〇
一
万
人
、

五
十
年
度
が
九
九
万
人
と
、
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
た
。
補
足
す
る
と
、
厚
生
・
国
民
の
両
年
金
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
給
付

水
準
の
改
善
が
繰
り
返
さ
れ
、
四
十
八
年
に
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
な
ど
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
厚
生
・
国
民
の
両
年
金

の
積
立
金
は
、
全
て
大
蔵
省
資
金
運
用
部
に
預
託
さ
れ
、
預
託
増
加
見
込
額
の
一
定
割
合
が
年
金
福
祉
事
業
団
（
昭
和
三
十
六

年
設
立
の
特
殊
法
人
）
や
地
方
自
治
体
等
を
通
じ
、
年
金
融
資
と
し
て
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
、
住
宅
資
金
の
貸
付
け
の
よ
う
に

被
保
険
者
等
の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
る
分
野
に
配
分
さ
れ
た
。
兵
庫
県
で
は
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
五
十
四
年
度
ま
で
の
年
金

福
祉
事
業
団
の
融
資
総
額
が
八
二
四
億
円
（
九
一
七
九
件
、
全
て
厚
生
年
金
に
基
づ
く
融
資
）、
特
別
地
方
債
の
融
資
総
額
が
厚
生
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年
金
分
で
一
五
三
〇
億
円
（
一
〇
一
〇
件
）、
国
民
年
金
分
で
八
二
四
億
円
（
一
七
九
八
件
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
及
ん
で
い
る
。

三
　
母
子
福
祉
と
女
性
の
保
護

母
子
世
帯

の
福
祉

昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
の
母
子
世
帯
（
便
宜
上
「
母
子
家
庭
」
と
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
）
や
父
子

世
帯
は
、
配
偶
者
の
い
な
い
母
あ
る
い
は
父
と
そ
の
子
（
二
十
歳
未
満
で
独
身
の
も
の
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
世

帯
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
兵
庫
県
内
の
母
子
・
父
子
世
帯
の
状
況
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
兵
庫
県
民
生
部
が

ま
と
め
た
『
母
子
世
帯
等
の
実
態
―
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
の
生
活
実
態
調
査
報
告
』
で
、
神
戸
市
を
除
き
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
表
43
に
よ
る
と
、
推
計
値
に
な
る
が
昭
和
五
十
年
時
点
で
県
内
に
は
母
子
・
父
子
世
帯
が
合
わ
せ
て
約
二
万
五
〇
〇

〇
世
帯
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
約
七
割
が
市
部
に
居
住
し
て
い
た
。
母
子
世
帯
に
な
っ
た
原
因
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十
六
年
調
査

で
は
、
そ
の
八
割
が
死
別
（
病
死
、
戦
争
死
亡
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
年
調
査
に
よ
る
と
、
死
別
は
六
割
弱
ま
で
縮

小
し
、
代
わ
っ
て
離
婚
、
遺
棄
・
行
方
不
明
、
未
婚
の
母
の
割
合
が
合
わ
せ
て
四
割
に
拡
大
し
て
い
る
。
父
子
世
帯
に
つ
い
て

は
、
昭
和
五
十
年
調
査
に
よ
る
と
原
因
の
九
割
超
が
死
別
や
離
婚
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
母
子
世

帯
の
世
帯
主
の
年
齢
が
若
年
化
、
す
な
わ
ち
二
十
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
割
合
が
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
県
内

の
母
子
世
帯
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
時
点
で
二
万
八
五
八
〇
世
帯
（
う
ち
神
戸
市
が
八
四
七
〇
世
帯
）
に
上
っ
て
い
る
。

　
離
婚
な
ど
で
母
子
世
帯
と
な
っ
た
家
族
や
、
配
偶
者
と
の
死
別
・
離
別
に
よ
っ
て
寡
婦
と
な
っ
た
者
の
生
活
は
、
少
な
か
ら

ず
逼
迫
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
解
消
す
る
た
め
に
、
多
様
な
対
策
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
母
子
世
帯
・
寡
婦
へ
の
経
済
的
援
助
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
の
国
民
年
金
法
の
制
定
に
伴
っ
て
創
設
さ
れ
た
母
子
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（
準
母
子
）
福
祉
年
金
及
び
母
子
（
準
母
子
）

年
金
、
寡
婦
年
金
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
夫

と
死
別
し
た
子
の
あ
る
妻
、
寡
婦
に
年
金
を

支
給
す
る
制
度
に
な
る
。
昭
和
三
十
六
年
に

は
、
児
童
扶
養
手
当
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同

法
は
、
母
子
福
祉
年
金
の
補
完
的
制
度
と
し

て
発
足
し
た
も
の
で
、
生
別
母
子
世
帯
（
離

婚
、
未
婚
の
母
な
ど
を
含
む
）
の
児
童
、
父
に

遺
棄
さ
れ
た
児
童
、
未
婚
の
母
の
子
、
父
が

重
度
の
心
身
障
害
で
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児

童
等
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育
者
に
手
当
（
児
童
数
に
応
じ
て
加
算
）
を
支
給
す
る
こ
と

を
定
め
て
い
た
。
兵
庫
県
で
は
図
102
の
と
お
り
昭
和
四
十
年
代
半
ば
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
児
童
扶
養
手
当
法
の
制
定
当
初
は
、
母
親
が
公
的
年
金
を
受
給
す
る
際
に
児
童
扶

養
手
当
を
支
給
し
な
い
と
い
う
併
給
禁
止
規
定
が
存
在
し
て
い
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
な
っ
て

兵
庫
県
在
住
の
全
盲
か
つ
夫
と
の
離
別
後
に
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
堀ほ
り
木き

文ふ
み
子こ

が
障
害
福
祉
年

金
に
加
え
て
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
兵
庫
県
知
事
に
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
併
給
禁
止
規
定
を

表43　母子・父子世帯の状況

区分
母子世帯 父子世帯 全世帯数

世帯数 出現率 構成比 世帯数 出現率 構成比 世帯数 構成比

昭和50年
総数 21,800 2.2％ 100％ 3,765 0.4％ 100％ 1,005,739 100％
市部
郡部

16,047
5,753

2％
2.9％

73.6％
26.4％

2,695
1,070

0.3％
0.5％

71.6％
28.4％

806,594
199,145

80.2％
19.8％

昭和36年 総数 30,268 4.2％ ─ ─ ─ ─ 648,737 ─
（注）神戸市を除いた数値であり、昭和50年は推計値。
� （『母子世帯等の実態─母子世帯、父子世帯の生活実態調査報告』を参照して作成）
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理
由
に
却
下
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
行
政
不
服
申
立
も
却
下
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
処
分
の
取
消
を
求
め
る
行
政
訴
訟
へ

と
発
展
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
堀
木
訴
訟
」
で
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年
九
月
二
十
日
に
神
戸
地
方
裁
判
所
は
、
児
童
扶
養
手
当
法

の
併
給
禁
止
の
規
定
が
日
本
国
憲
法
第
一
四
条
に
違
反
す
る
な
ど
の
理
由
を
も
っ
て
、
四
十
五
年
の
兵
庫
県
知
事
に
よ
る
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
申
請
却
下
の
処
分
を
取
り
消
す
判
決
を
下
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
昭
和
四
十
八
年
十
月
に
国
は
、
児
童

扶
養
手
当
法
を
改
正
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
福
祉
年
金
及
び
老
齢
福
祉
年
金
と
の
併
給
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
堀
木
訴
訟
は
、
大
阪
高
等
裁
判
所
（
昭
和
五
十
年
十
一
月
十
日
）
及
び
最
高
裁
判
所
（
五
十
七
年
七
月

七
日
）
で
、
原
告
側
が
敗
訴
し
た
。

　
続
い
て
昭
和
三
十
九
年
に
、
母
子
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
の
第
七
条
に

基
づ
い
て
各
都
道
府
県
に
配
置
さ
れ
た
の
が
母
子
相
談
員
に
な
る
。
そ
の
業
務
は
、

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
者
に
対
し
、
身
上
相
談
に
応

じ
、
そ
の
自
立
に
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
母
子
相
談
員
の
活
動
状

況
は
、
図
103
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
代
に
兵
庫
県
内
で
は
、
神
戸
市
の

各
行
政
区
に
一
人
、
県
の
福
祉
事
務
所
ま
た
は
市
町
に
三
四
人
が
置
か
れ
て
い
た
。

昭
和
四
十
年
代
後
半
の
県
内
の
母
子
相
談
員
の
活
動
は
、
生
活
援
護
（
母
子
福
祉

資
金
、
児
童
扶
養
手
当
な
ど
）、
生
活
一
般
（
住
宅
、
医
療
、
就
職
、
結
婚
、
家
庭
紛
争

な
ど
）、
児
童
福
祉
（
養
育
、
教
育
、
就
職
な
ど
）
に
関
す
る
相
談
や
指
導
が
中
心
で

あ
っ
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
な
る
と
、
母
子
世
帯
の
抱
え
る
問
題
は
複
雑
化
し
、
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遺
産
相
続
や
慰
謝
料
問
題
と
い
っ
た
法
律
相
談
が
増
加
し
た
。
そ
の
た
め
に
県
は
、
女
性
弁
護
士
一
名
を
専
門
相
談
員
と
し
て

委
嘱
し
、
特
別
相
談
を
開
始
し
て
い
る
。
専
門
相
談
員
は
、
遠
隔
地
を
巡
回
し
て
特
別
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
母
子
福
祉
法
に
関
係
し
た
施
設
と
し
て
の
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
母
子
会
館
）
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
時
点
で
兵
庫
県
内
の

八
カ
所
（
兵
庫
県
母
子
会
館
、
神
戸
市
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
区
母
子
福
祉
会
む
つ
み
会
館
、
尼
崎
市
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
明

石
市
立
母
子
会
館
、
西
宮
市
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
洲
本
市
母
子
会
館
、
春
日
町
（
現
丹
波
市
）
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
母
子
福
祉
団
体
等
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
母
子
世
帯
か
ら
の
各
種
相
談
に
応
じ
、
生
活
指

導
及
び
生
業
指
導
を
行
う
な
ど
の
役
割
を
担
っ
た
。
母
子
世
帯
に
対
し
て
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
他
休
養
の
た
め
の
便
宜
を
供
与
す
る
母
子
休
養
ホ
ー
ム
も
置
か
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
以
外
の
行
政
に
よ
る
母
子
世
帯
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
自
立
促
進
対
策
（
職
業
訓
練
手
当
の
支
給
、
公
共
施
設
内
で
の
売

店
・
食
堂
・
喫
茶
の
設
置
や
た
ば
こ
小
売
人
の
申
請
の
許
可
）、
調
理
講
習
会
（
昭
和
四
十
七
年
度
に
開
始
）、
母
子
世
帯
へ
の
介
護
人

派
遣
、
公
営
住
宅
で
の
母
子
世
帯
向
け
の
特
別
枠
確
保
、
母
子
福
祉
団
体
の
育
成
な
ど
が
あ
る
。
母
子
世
帯
へ
の
介
護
人
派
遣

は
、
兵
庫
県
婦
人
共
励
会
に
事
業
委
託
さ
れ
て
い
た
。
母
子
福
祉
団
体
の
育
成
に
は
、
兵
庫
県
婦
人
共
励
会
へ
の
母
子
家
庭
指

導
者
研
修
事
業
等
の
事
業
委
託
、
若
年
母
子
家
庭
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
は
じ
め
と
し
た
取
組
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和

四
十
年
代
前
半
に
は
兵
庫
県
母
子
家
庭
後
援
会
が
存
在
し
、
母
子
家
庭
向
け
に
身
元
保
証
、
法
律
相
談
、
就
職
児
童
激
励
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
た
。
昭
和
五
十
四
年
七
月
に
は
、
県
が
母
子
家
庭
医
療
費
給
付
助
成
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
市
町
の

実
施
す
る
母
子
家
庭
医
療
費
給
付
事
業
の
費
用
を
県
が
一
部
助
成
し
て
い
く
内
容
で
あ
っ
た
。

　
母
子
世
帯
や
寡
婦
に
諸
種
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
仕
組
み
も
構
築
さ
れ
て
い
る
。
母
子
世
帯
に
向
け
て
は
、
昭
和
二
十
七
年
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に
制
定
さ
れ
た
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
母
子
福
祉
資
金
（
修
学
資
金
、
事
業
継
続
資
金
、
事
業
開

始
資
金
、
住
宅
資
金
な
ど
）
の
貸
付
け
が
な
さ
れ
て
き
た
。
兵
庫
県
内
の
年
次
別
の
貸
付
件
数
並
び
に
金
額
の
推
移
は
、
図
104
の

と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
県
の
制
度
と
し
て
母
子
福
祉
小
口
資
金
（
生
活
資
金
や
結
婚
資
金
）
の
貸
付
け
も
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
は
兵
庫
県
婦
人
共
励
会
に
事
業
委
託
さ
れ
て
い
た
。

　
寡
婦
に
向
け
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
国
の
制
度
で
あ
る
寡
婦
福
祉
資
金
制
度
要
綱
の
制
定
を
受
け
て
、
寡
婦
福
祉
資
金
貸

付
制
度
が
創
設
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
資
金
の
貸
付
け
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
寡
婦
世
帯
の
経
済
的
自
立
助
長
を
促
す
た
め
の

制
度
で
あ
る
。
制
度
導
入
当
初
の
貸
付
対
象
は
、
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
経
済
的
自
立
と
生
活
意
欲
の
助
長
が

認
め
ら
れ
る
四
十
歳
以
上
の
寡
婦
と
な
っ

て
お
り
、
事
業
開
始
資
金
、
事
業
継
続
資

金
、
住
宅
資
金
、
結
婚
資
金
な
ど
の
貸
付

け
が
な
さ
れ
た
。
兵
庫
県
内
の
年
次
別
の

貸
付
件
数
並
び
に
金
額
の
推
移
は
、
図
105

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
か
ら
兵
庫
県
で
は
、
官
民
に
よ
っ

て
複
数
の
母
子
寮
が
運
営
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
制
定
の
児
童
福
祉
法
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
母
子
寮
は
、
配
偶
者
の
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な
い
女
子
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
女
子
及
び
そ
の
監
護
す
べ
き
児
童
を
入
所
さ
せ
て
保
護
す
る
施
設
で
あ
る
。
昭

和
五
十
四
年
時
点
の
公
立
の
母
子
寮
は
、
神
戸
市
立
母
子
寮
ひ
よ
ど
り
荘
、
尼
崎
市
立
母
子
寮
、
藤
江
母
子
寮
（
明
石
市
）、
西

宮
市
立
母
子
寮
、
洲
本
市
立
母
子
寮
、
千
草
寮
（
豊
岡
市
）、
御
津
母
子
寮
（
御
津
町
（
現
た
つ
の
市
））
の
七
カ
所
に
な
る
。
社

会
福
祉
法
人
や
社
団
法
人
が
設
置
主
体
の
母
子
寮
も
県
内
一
一
カ
所
に
あ
っ
た
。

女
性
の

保
護

経
済
的
理
由
や
家
庭
的
理
由
で
生
活
苦
に
陥
る
な
ど
し
て
い
た
女
性
（「
婦
人
」
と
呼
称
す
る
場
合
も
多
い
）
に
は
、

次
の
よ
う
な
対
策
が
施
さ
れ
た
。　

昭
和
三
十
一
年
の
売
春
防
止
法
の
成
立
を
受
け
て
、
兵
庫
県
は
同
年
に
兵
庫
県

立
婦
人
相
談
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

条
例
に
基
づ
い
て
兵
庫
県
立
婦
人
相
談
所
を
神
戸
市
に
設
置
し
て
い
る
。
婦
人
相

談
所
の
業
務
は
、
相
談
、
調
査
及
び
医
学
的
・
心
理
学
的
・
職
能
的
判
定
、
一
時

保
護
、
移
送
、
啓
蒙
活
動
、
関
係
機
関
（
地
方
検
察
庁
、
警
察
署
、
各
関
係
福
祉
機
関
、

労
働
機
関
等
）
と
の
連
携
で
あ
る
。

　
婦
人
相
談
所
の
ほ
か
に
、
婦
人
相
談
員
や
婦
人
保
護
収
容
施
設
が
配
置
さ
れ
た
。

婦
人
相
談
員
は
、
売
春
防
止
法
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
市
長
が
委
嘱

し
、
要
保
護
女
子
の
発
見
、
相
談
、
指
導
な
ど
を
行
う
職
務
に
な
る
。
昭
和
五
十

年
度
時
点
で
の
兵
庫
県
内
の
婦
人
相
談
員
は
、
県
相
談
員
が
五
人
、
各
市
相
談
員

が
二
〇
人
、
婦
人
母
子
相
談
員
が
三
人
（
兼
務
）
と
な
っ
て
い
る
。
婦
人
保
護
収
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容
施
設
は
、
売
春
防
止
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
、
保
護
更
生
の
措
置
や
家
庭
的
雰
囲
気
の
中
で
指
導
援
助
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
。
昭
和
五
十
四
年
に
は
県
内
で
神
戸
婦
人
寮
（
昭
和
二
十
二
年
開
設
）、
姫
路
婦
人
寮
（
二
十
二
年
開
設
）、
神
戸

市
立
青
葉
寮
（
三
十
八
年
開
設
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
総
収
容
定
員
は
一
一
〇
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
千

葉
県
の
長
期
収
容
施
設
か
に
た
婦
人
の
村
で
兵
庫
県
の
六
人
の
枠
を
契
約
し
、
収
容
に
つ
い
て
は
婦
人
相
談
所
長
が
措
置
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
兵
庫
県
立
婦
人
相
談
所
の
年
度
別
処
理
状
況
は
、
図
106
の
と
お
り
で
あ
る
。
件
数
は
、
昭
和
四
十
年
代
初
頭
を
ピ
ー
ク
に
し

て
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
五
十
年
代
前
半
は
三
〇
〇
件
前
後
で
横
ば
い
に
な
っ
て
い
る
。
主
な
対
応
は
、
婦
人
保
護

収
容
施
設
へ
の
入
所
の
手
配
や
助
言
指
導
な
ど
で
あ
っ
た
。

四
　
援
護
行
政
の
実
施

恩
給
支
給
と
戦
没

者
遺
族
等
の
援
護

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
日
本
だ
け
で
軍
民
合
わ
せ
て
三
〇
〇
万
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
表
44
の
と

お
り
兵
庫
県
の
戦
没
者
は
、
九
万
七
三
八
六
人
に
上
っ
て
い
る
。
南
方
で
の
戦
没
者
は
五
万
三
一
一
〇
人

（
陸
軍
四
万
二
八
六
三
人
、
海
軍
一
万
二
四
七
人
）、
北
方
で
の
戦
没
者
は
二
万
三
一
四
六
人
（
陸
軍
二
万
一
六
〇
九
人
、
海
軍
一
五
三

七
人
）、
本
邦
で
の
戦
没
者
は
二
万
一
一
三
〇
人
（
陸
軍
一
万
三
二
三
四
人
、
海
軍
七
八
九
六
人
）
で
あ
る
。
な
お
、
戦
没
者
に
は

叙
位
叙
勲
が
行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
五
十
四
年
末
時
点
で
県
内
の
七
万
七
九
六
〇
人
に
伝
達
さ
れ
て
い
た
。

　
戦
後
は
、
恩
給
並
び
に
戦
没
者
遺
族
・
戦
傷
病
者
と
そ
の
家
族
の
援
護
を
め
ぐ
る
制
度
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
旧
軍

人
・
軍
属
（
軍
人
以
外
で
軍
隊
に
所
属
・
勤
務
し
て
い
た
者
）
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
制
定
さ
れ
た
恩
給
法
に
基
づ
い
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て
恩
給
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
終
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
指
令
で
、
重
度
の
傷
病
者
へ
の
恩
給
を
除
い
て
旧
軍
人
・
軍
属
へ
の
恩
給
が
一
時
的
に

廃
止
（
勅
令
第
六
八
号
に
よ
る
）
さ
れ
た
。
日
本
が
主
権
を
回
復
し
た
直
後
の
昭
和
二
十
七

年
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
が
制
定
さ
れ
（
遺
族
へ
の
弔
慰
金
の
支
給
等
を
規
定
）、

二
十
八
年
に
は
旧
軍
人
・
軍
属
へ
の
恩
給
支
給
が
復
活
し
（
総
理
府
恩
給
局
の
所
管
）、
受

給
権
利
者
の
範
囲
も
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
昭
和
三
十
八
年
に
戦
傷
病
者
特
別

援
護
法
が
制
定
さ
れ
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
基
に
療
養
の
給
付
等
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
、
四
十
年
に
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
、
四
十
一
年
に
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
、
四
十
二
年
に
戦
没
者
の
父

母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
兵
庫
県
は
、
国
の
委
任
事
務
と
し
て
援
護
行
政
を
担
当
す
る
だ
け
で
な
く
、
県
単
独
事
業
と
し
て
戦
没
者
の
慰
霊
（
県
戦
没

者
追
悼
式
の
開
催
、
戦
没
者
慰
霊
碑
の
建
設
に
対
す
る
助
成
、
遺
族
に
よ
る
戦
没
者
遺
骨
収
集
・
慰
霊
巡
拝
へ
の
旅
費
補
助
）
な
ど
を
実
施

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
県
は
、
恩
給
の
受
給
権
利
者
の
失
権
を
防
止
す
る
た
め
の
取
組
（
具
体
例
と
し
て
広
報
や
市
町
村
窓
口
へ
の

ポ
ス
タ
ー
の
配
布
）
や
、
関
係
者
向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。
県
民
生
部
援
護
課
に
は
相
談
担
当
の
職
員
が
配
置
さ
れ
、

各
種
相
談
を
受
け
付
け
て
き
た
。
ま
た
、
恩
給
の
請
求
、
軍
歴
証
明
に
関
す
る
軍
歴
調
査
、
遺
族
関
係
の
諸
給
付
金
の
請
求
と

い
っ
た
旧
軍
関
係
の
業
務
は
、
戦
後
に
旧
連
隊
区
司
令
部
な
ど
か
ら
引
き
継
が
れ
た
兵
籍
資
料
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
の
整
備
・
保
存
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
）
を
県
が
担
っ
た
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
シ
ス
テ
ム
は
、
昭
和
五
十
三
年
度

表44　出身地域別戦没者数

地域別 陸軍 海軍 合計
神戸
阪神
東播
西播
但馬
丹波
淡路

17,166
8,468
13,249
18,219
9,209
4,786
6,609

5,054
1,877
3,248
4,313
2,148
1,181
1,859

22,220
10,345
16,497
22,532
11,357
5,967
8,468

合計 77,706 19,680 97,386
� （『兵庫県民福祉白書』より作成）
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か
ら
導
入
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
、
五
十
六
年
に
完
成
、
稼
働
を
開
始
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
以
下
で
は
、
恩
給
の
支
給
並
び
に
戦
没
者
遺
族
・
戦
傷

病
者
と
そ
の
家
族
の
援
護
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
旧
軍
人
・
軍
属
は
、
前
述
の
と
お
り
恩
給
法
の
適
用
を
受
け
た
。
軍
人
恩
給
の

種
類
（
昭
和
五
十
三
年
時
点
）
に
は
、
普
通
恩
給
、
普
通
扶
助
料
、
公
務
扶
助
料
、

傷
病
恩
給
、
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
、
一
時
恩
給
、
一
時
扶
助
料
、
一
時
金
が
あ

る
。
兵
庫
県
内
で
の
昭
和
五
十
年
代
前
半
の
旧
軍
人
・
軍
属
の
普
通
恩
給
と
普
通

扶
助
料
（
普
通
恩
給
受
給
者
の
遺
族
が
対
象
）
の
受
給
状
況
は
、
表
45
の
と
お
り
と
な
る
。
他
方
で
、
恩
給
法
が
適
用
さ
れ
な
い

旧
軍
属
・
準
軍
属
等
も
い
た
。
そ
れ
ら
で
援
護
を
必
要
と
す
る
人
々
（
戦
没
者
遺
族
、
戦
傷
病
者
）
に
は
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
戦
没
者
遺
族
に
は
、
弔
慰
金
の
支
給
の
ほ
か
に
、
公
務
扶
助
料
の
支
給
（
恩
給
法
に
基
づ
く
）、
遺
族
年
金
・
遺
族
給
与
金
の

支
給
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基
づ
く
）
及
び
処
遇
範
囲
の
拡
大
、
特
別
給
付
金
（
妻
・
父
母
）・
特
別
弔
慰
金
（
遺
族
）

の
支
給
及
び
対
象
範
囲
の
拡
大
等
が
な
さ
れ
た
。
加
え
て
兵
庫
県
内
に
戦
没
者
遺
族
相
談
員
（
厚
生
大
臣
の
委
嘱
）
を
配
置
し
、

生
活
上
の
問
題
や
年
金
・
特
別
給
付
金
な
ど
の
相
談
に
応
じ
た
。

　
戦
傷
病
者
に
は
、
増
加
恩
給
・
傷
病
年
金
・
特
例
傷
病
恩
給
・
傷
病
賜
金
を
含
め
た
傷
病
恩
給
（
恩
給
法
に
基
づ
く
）
あ
る
い

は
障
害
年
金
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基
づ
く
）
の
支
給
と
と
も
に
、
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
基
づ
く
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
、
療
養
の
給
付
、
療
養
手
当
や
葬
祭
費
の
支
給
、
国
鉄
乗
車
（
船
）
無
賃
取
扱
い
、
補
装
具
の
支
給
・
修
理
な
ど
が

表�45　�旧軍人・軍属の普通恩給と�
普通扶助料の受給状況

� （人、百万円）

種別 受給人員 支給金額
（1）普通恩給　
（2）普通扶助料

67,500
12,000

20,992
3,732

計 79,500 24,724
（注�1）�受給人員は、恩給局受給権調査

の結果、把握した兵庫県内居住
者で（1）については昭和53年9
月30日現在、（2）については昭
和52年現在の推定人員である。

（注�2）�支給金額は、最低保障額を乗じ
て得た推定である。

� （『兵庫県民福祉白書』より作成）
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実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
傷
病
年
金
ま
た
は
特
例
傷
病
恩
給
の
受
給
者
が
一
般
の
病

気・怪
我
で
死
亡
し
た
場
合
は
、そ
の
遺
族
に
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
が
支
給
（
恩

給
法
に
基
づ
く
）
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
障
害
一
時
金
、
特
例
障
害
年
金
、

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
支
給
や
、
戦
傷
病
者
に
対
す
る
税
の

減
免
等
の
措
置
も
行
わ
れ
て
き
た
。
昭
和
五
十
二
年
時
点
で
兵
庫
県
か
ら
厚
生
省

に
、
傷
病
恩
給
七
七
六
三
件
（
累
計
）、
障
害
年
金
三
四
三
四
件
（
累
計
）、
戦
傷

病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
五
五
四
八
件
及
び
同
継
続
分
一
七
七
六
件

（
ど
ち
ら
も
累
計
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
進
達
さ
れ
て
い
た
。
県
内
の
戦
傷
病
者
手
帳
保

持
者
数
の
推
移
は
、
図
107
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
ち
ら
に
関
連
し
て
兵
庫
県
は
、
昭
和
四
十
年
に
戦
傷
病
者
相
談
員
（
厚
生
大
臣
の
委
嘱
）
を
配
置
し
た
。
相
談
内
容
は
、
戦

傷
病
者
の
援
護
制
度
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
や
、
職
業
的
更
正
に
関
す
る
も
の
な
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
県
は
、
昭
和
四
十
五

年
度
か
ら
戦
傷
病
者
機
能
回
復
療
養
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
傷
し
ょ
う
痍い

軍
人
会
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。
神
経
痛
や

リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
身
体
の
機
能
障
害
を
有
し
て
い
た
戦
傷
病
者
に
温
泉
療
養
を
提
供
す
る
同
事
業
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で

続
け
ら
れ
、
延
べ
三
八
五
〇
人
が
参
加
し
た
。
そ
れ
か
ら
戦
時
中
に
外
傷
を
負
い
手
術
の
直
前
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
造
影
剤
の
ト
ロ

ト
ラ
ス
ト
を
注
射
さ
れ
た
元
将
兵
た
ち
に
健
康
被
害
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
厚
生
省
の
委
託
を
受

け
た
兵
庫
県
が
、
そ
の
注
入
の
有
無
を
調
査
す
る
た
め
の
特
別
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。
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引
揚
者

の
援
護

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
未
帰
還
者
、
す
な
わ
ち
自
己
の
意
思
に
反
し
て
外
地
に
残
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
一

般
邦
人
あ
る
い
は
未
復
員
の
軍
人
・
軍
属
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。
兵
庫
県
を
本
籍
と
す
る
未
帰
還
者
は
、
昭

和
四
十
三
年
四
月
一
日
時
点
で
四
四
人
（
一
般
邦
人
三
一
人
、
軍
人・軍
属
一
三
人
）、
五
十
三
年
三
月
三
十
日
時
点
で
三
八
人
（
一

般
邦
人
二
九
人
、
軍
人
・
軍
属
九
人
）
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
八
年
に
未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法
、
三
十
二
年
に
引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
、
三
十
四
年
に
未
帰
還
者
に
関

す
る
特
別
措
置
法
、
四
十
二
年
に
引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
が
、
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
留
守
家
族
へ
の
手
当
の
支
給
、
未
帰
還
者
の
帰
国
時
の
旅
費
支
給
、
死
亡
が
推
定
さ
れ
る
者
の
戦
時
死
亡
宣
告

及
び
戸
籍
処
理
、
引
揚
者
と
そ
の
遺
族
・
引
揚
前
死
亡
者
の
遺
族
に
対
す
る
給
付
金
あ
る

い
は
特
別
交
付
金
の
支
給
な
ど
が
可
能
に
な
っ
た
。
兵
庫
県
の
民
生
部
援
護
課
は
、
未
帰

還
者
の
調
査
究
明
と
発
見
さ
れ
た
者
で
引
揚
げ
を
希
望
す
る
者
へ
の
帰
国
支
援
を
担
当
し

た
。

　
さ
て
、
昭
和
四
十
七
年
に
田た

中な
か

角か
く

栄え
い

内
閣
の
下
で
日
本
と
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
、

中
国
）
の
国
交
回
復
が
実
現
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
大
陸
に
残
留
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
日
本
人
女
性
、
孤
児
（
世
帯
）
の
帰
国
が
開
始
さ
れ
た
。
日
中
国
交
回
復
後
の

兵
庫
県
へ
の
中
国
残
留
邦
人
の
帰
国
状
況
は
、
表
46
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
八
年
十
月
に
、
永
住
の
た
め
の
帰
国
、
親
族
訪
問
や
墓
参
な
ど
を
目
的
と
す

る
中
国
残
留
者
へ
の
国
の
支
援
策
と
し
て
一
時
帰
国
旅
費
国
庫
負
担
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

表46　兵庫県への中国残留邦人の帰国状況

区分 永住帰国者 一時帰国者 計
昭和48年度
　　49　　
　　50　　
　　51　　
　　52　　
　　53　　
　　54　　

�3世帯 � 6名
� 5世帯 13名
� 7世帯 17名
� 3世帯 � 8名
� 1世帯 � 2名
� 3世帯 13名
� 9世帯 19名

� 3世帯 � 4名
16世帯 20名
12世帯 14名
11世帯 15名
� 7世帯 12名
� 6世帯 � 8名
� 8世帯 15名

� 6世帯 10名
21世帯 33名
19世帯 31名
14世帯 23名
� 8世帯 14名
� 9世帯 21名
17世帯 34名

（『共生と平和の世紀をめざして─兵庫の援護50年』より作成）
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こ
れ
に
則
し
て
兵
庫
県
は
、
定
着
後
の
住
宅
、
生
活
の
介
護
な
ど
の
援
護
を
定
着
地
市
町
と
協
力
し
な
が
ら
展
開
し
、
帰
国
者

に
知
事
見
舞
金
（
一
家
族
に
つ
き
五
万
円
）
を
支
給
し
た
。
ま
た
、
留
守
家
族
及
び
外
地
残
留
者
に
は
、
慰
問
事
業
と
し
て
年
末

に
慰
問
品
を
贈
呈
し
て
い
た
。

　
引
揚
実
現
後
の
支
援
体
制
と
し
て
兵
庫
県
は
、昭
和
五
十
三
年
六
月
に
引
揚
者
生
活
指
導
員
（
一
名
）
を
選
任
し
た
。
こ
れ
は
、

昭
和
五
十
二
年
に
厚
生
省
の
業
務
と
し
て
開
始
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。
引
揚
者
生
活
指
導
員
は
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
っ
て
選

任
さ
れ
、
引
揚
者
の
家
庭
を
訪
問
し
、
言
語
、
就
職
、
日
常
生
活
な
ど
の
諸
問
題
の
相
談
に
対
応
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
県
は
、

中
国
か
ら
の
帰
国
者
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
か
ら
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
日
本
語
教
室
を
開
設
し

て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
兵
庫
県
海
外
同
友
会
に
業
務
委
託
さ
れ
た
。

原
子
爆
弾
被

爆
者
の
援
護

昭
和
二
十
年
八
月
に
広
島
市
と
長
崎
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、

数
十
万
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
ま
た
、
放
射
能
に
よ
る
健
康
被
害

に
苦
し
む
原
子
爆
弾
被
爆
者
（
以
下
、
被
爆
者
）
を
数
多
く
生
み
出
し
た
。

　
被
爆
者
の
救
済
を
図
る
べ
く
国
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療

等
に
関
す
る
法
律
を
制
定
し
、
被
爆
者
健
康
手
帳
の
発
行
や
被
爆
者
の
健
康
管
理
及

び
医
療
措
置
を
講
じ
る
に
至
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
に
は
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す

る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
を
制
定
し
、
被
爆
者
に
各
種
手
当
の
支
給
を
行
う
よ
う

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
兵
庫
県
内
で
も
被
爆
者
へ
の
支
援
が
な
さ
れ
た
。
図
108
は
、
県
内
の
被
爆
者
健
康
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手
帳
の
交
付
状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
年
を
追
う
ご
と
に
交
付
数
が
増
加
し
て
い
る
。

被
爆
者
に
は
特
別
手
当
、
医
療
手
当
、
健
康
管
理
手
当
、
保
健
手
当
、
介
護
手
当
、

葬
祭
料
が
支
給
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
二
年
度
末
時
点
で
の
県
内
の
被
爆
者
へ
の
各
種

手
当
の
認
定
及
び
支
給
状
況
は
、
表
47
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
葬
祭
料
を
除
く

手
当
に
は
本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
税
額
に
よ
り
支
給
制
限
が

あ
っ
た
ほ
か
、
特
別
手
当
、
健
康
管
理
手
当
、
保
健
手
当
に
つ
い
て
は
併
給
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
健
康
管
理
及
び
医
療
措
置
に
関
し
て
は
、
被
爆
者
を
対
象
と
す
る
定
期
健
康
診
断

（
毎
年
七
月
、
十
一
月
）
や
委
託
病
院
・
保
健
所
で
の
希
望
診
断
、
認
定
疾
病
に
対
す

る
医
療
給
付
、
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
健
康
診
断
は
、
一
般
検
査
と
精
密
検
査
の
二
種
類
が
あ
る
。

兵
庫
県
内
で
は
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
前
半
に
か
け
て
、
毎
年
二
〇
〇
〇
件
超
（
う
ち
約
一
割
が
精
密
検
査
）
の
健
康
診

断
が
行
わ
れ
て
い
た
。
認
定
疾
病
に
対
す
る
医
療
給
付
は
、
負
傷
ま
た
は
疾
病
が
原
子
爆
弾
の
障
害
作
用
に
起
因
す
る
と
厚
生

大
臣
が
認
定
し
た
場
合
に
医
療
の
提
供
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
昭
和
五
十
三
年
三
月
末
時
点
で
県
内
の
一
二
カ
所
の
指
定
医
療

機
関
に
お
い
て
、
三
五
人
の
被
爆
者
が
医
療
を
受
け
て
い
た
。
一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給
は
、
被
爆
者
が
原
子
爆
弾
に
起
因
し

な
い
一
般
疾
病
で
、
一
般
疾
病
指
定
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場
合
に
、
社
会
保
険
の
給
付
額
を
控
除
し
た
残
り
の
医
療
費
を
給

付
す
る
制
度
に
な
る
。

　 表�47　�被爆者への各種手当の認定及び�
支給状況

区分 53.3.31
現在認定数 支給件数 支給額

（千円）
特別手当
医療手当

健康管理手当
保健手当
介護手当
葬祭料

40 
─

586 
677 

0 
─

477 
349 

6,870 
7,777 

0 
30 

12,936 
5,542 

99,807 
56,515 

0 
1,590 

計 　 15,503 176,390
� （『兵庫県民福祉白書』より作成）
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島し
ま

田だ

叡あ
き
らと
兵
庫
・
沖
縄
両
県
の
つ
な
が
り

　
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
二
十
年
に
、
沖
縄
県
で

は
激
し
い
地
上
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
組
織
的
な
戦
闘
が
終

結
し
た
六
月
二
十
三
日
が
昭
和
三
十
六
年
に「
慰
霊
の
日
」

と
定
め
ら
れ
て
か
ら
は
毎
年
、
糸
満
市
摩ま

文ぶ

仁に

の
平
和
祈

念
公
園
で
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。

広
大
な
敷
地
の
平
和
祈
念
公
園
で
あ
る
が
、
そ
の
一
角
に

は
昭
和
三
十
九
年
に
建
立
さ
れ
た
、
沖
縄
戦
で
犠
牲
と

な
っ
た
兵
庫
県
出
身
の
軍
人
三
〇
七
三
名
を
慰
霊
す
る
、

の
じ
ぎ
く
の
塔
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
公
園
の
中
央
部
に
進
む
と
島
守
之
塔
を
見
つ
け

ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
沖
縄
県
民
の
た
め
に
尽
力
し
た
沖

縄
県
知
事
の
島
田
叡
や
沖
縄
県
職
員
の
慰
霊
塔
に
な
る
。

こ
の
塔
の
少
し
奥
に
あ
る
高
台
に
は
、
島
田
と
当
時
の
沖

縄
県
警
察
部
長
で
あ
っ
た
荒あ
ら
井い

退た
い
造ぞ
う
の
終
焉
之
地
碑
も
あ

る
。

　
こ
れ
ら
の
塔
や
碑
に
名
を
刻
ま
れ
て
い
る
島
田
叡
は
、

兵
庫
県
の
出
身
で
あ
る
。
島
田
は
、
明
治
三
十
四
年
十
二

月
二
十
五
日
に
須
磨
村
（
現
神
戸
市
須
磨
区
）
で
生
ま
れ
、

大
正
三
年
に
第
二
神
戸
中
学
校
（
現
兵
庫
県
立
兵
庫
高
等

学
校
）、
八
年
に
第
三
高
等
学
校
、
十
一
年
に
東
京
帝
国

大
学
（
法
学
部
）
に
進
学
す
る
。
中
学
か
ら
大
学
ま
で
野

球
部
に
所
属
し
、
俊
足
巧
打
の
選
手
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。

　
大
正
十
五
年
四
月
に
内
務
省
に
採
用
さ
れ
る
と
、
同
年

十
一
月
に
高
等
文
官
試
験
（
現
国
家
公
務
員
総
合
職
試
験
）

に
合
格
す
る
。
内
務
省
の
官
僚
と
し
て
、
主
に
府
県
で
の

警
察
や
内
政
を
担
当
す
る
地
方
官
吏
の
勤
務
を
続
け
た
。

島
田
は
、
本
省
の
指
示
に
唯
々
諾
々
と
従
う
の
で
は
な
く
、

赴
任
地
の
実
情
に
即
し
た
対
応
を
心
が
け
て
い
た
と
い
う
。

彼
の
座
右
の
銘
は
「
断
而
敢
行
鬼
神
避
之
」（
断
じ
て
敢

行
す
れ
ば
、
鬼
神
も
こ
れ
を
避
く
）
で
あ
っ
た
。

　
島
田
の
運
命
は
、
大
阪
府
内
政
部
長
を
務
め
て
い
た
昭

和
二
十
年
一
月
に
大
き
く
変
転
す
る
。
香
川
県
知
事
へ
と
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転
任
し
た
泉
い
ず
み

守し
ゅ

紀き

の
後
任
と
し
て
、
第
二
七
代
の
沖
縄
県

知
事
就
任
の
打
診
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
知
事
は
、

現
在
の
よ
う
な
公
選
で
は
な
く
、
官
選
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

沖
縄
県
が
戦
場
に
な
る
こ
と
が
必
至
の
状
勢
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
候
補
者
の
選
定
も
難
航
し
て
い
た
。
島
田
は
、

こ
の
提
案
を
承
諾
し
、
反
対
す
る
家
族
を
残
し
て
単
身
、

沖
縄
県
へ
と
赴
い
た
。

　
無
事
に
沖
縄
に
到
着
し
た
島
田
は
、
軍
部
と
の
関
係
改

善
に
腐
心
し
つ
つ
、
県
民
の
沖
縄
本
島
北
部
へ
の
疎
開
促

進
や
台
湾
で
の
食
糧
調
達
に
奔
走
し
た
。
昭
和
二
十
年
三

月
二
十
三
日
に
米
軍
の
空
襲
が
開
始
さ
れ
る
と
、
県
庁
を

首
里
に
あ
る
壕
へ
と
移
転
さ
せ
た
。
三
月
二
十
六
日
よ
り

沖
縄
諸
島
へ
の
上
陸
作
戦
が
開
始
さ
れ
、
戦
局
が
日
本
側

の
不
利
に
傾
い
て
い
く
中
で
、
島
田
や
県
職
員
は
沖
縄
本

島
南
部
に
あ
る
壕
を
移
り
な
が
ら
、
食
糧
の
確
保
な
ど
の

対
応
に
努
め
た
。
五
月
六
日
に
は
、
戦
場
に
お
け
る
行
政

機
構
と
し
て
沖
縄
県
後
方
指
導
挺
身
隊
（
以
下
、
挺
身
隊
）

を
創
設
し
、
戦
意
昂
揚
、
夜
間
増
産
、
壕
生
活
指
導
を
図

る
な
ど
し
て
い
る
。

　
戦
局
が
悪
化
の
一
途
を
辿
る
に
つ
れ
て
、
島
田
や
県
職

員
は
沖
縄
本
島
の
南
端
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い
っ
た
。
島

田
は
、
六
月
三
日
に
挺
身
隊
を
小
集
団
に
改
編
し
、
六
月

七
日
（
六
月
九
日
な
ど
諸
説
あ
り
）
に
は
沖
縄
県
庁
の
解

散
を
命
じ
た
。
職
員
ら
に
自
ら
の
命
を
大
切
に
す
る
よ
う

伝
え
、
自
身
は
軍
の
壕
を
目
指
し
て
い
る
。
六
月
二
十
六

日
に
島
田
は
、
荒
井
退
造
と
と
も
に
沖
縄
本
島
の
最
南
端

に
あ
る
摩
文
仁
の
軍
医
部
壕
を
出
た
の
を
最
後
に
、
消
息

を
絶
っ
た
。
彼
の
最
期
は
、
様
々
な
伝
聞
が
あ
る
も
の
の
、

確
た
る
こ
と
は
い
ま
だ
に
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
遺
骨
も
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。

　
沖
縄
戦
か
ら
八
〇
年
近
く
が
経
過
し
た
今
日
に
至
る
ま

で
、
沖
縄
県
民
や
兵
庫
県
民
に
よ
っ
て
島
田
を
顕
彰
す
る

動
き
が
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
敗
戦
後
の
昭
和
二
十
六

年
に
沖
縄
戦
を
生
き
抜
い
た
県
職
員
ら
が
建
立
し
た
の
が
、

前
述
の
島
守
之
塔
（
平
成
十
六
年
に
建
替
え
）
で
あ
る
。

島
守
之
塔
の
横
に
は
そ
の
後
、
旧
制
第
三
高
等
学
校
野
球
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部
有
志
に
よ
る
鎮
魂
碑
と
兵
庫
県
立
兵
庫
高
等
学
校
に
よ

る
顕
彰
碑
（
同
じ
碑
を
高
校
に
も
設
置
）
も
置
か
れ
た
。

兵
庫
県
立
兵
庫
高
等
学
校
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
敷
地

内
に
合
掌
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
ほ
か
、
島
田
杯
と
い
う
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
作
ら
れ
、
沖
縄
県
高
校
野
球
連
盟
に
寄
贈
さ

れ
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
七
年
か
ら
は
兵
庫
県
と
沖
縄
県
に
よ
る
友
愛

運
動
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
施
設
と
し

て
、
那
覇
市
の
奥
武
山
運
動
公
園
に
兵
庫
・
沖
縄
友
愛
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
が
あ
り
、
平
成
二
十

七
年
に
は
島
田
叡
氏
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
ほ
か
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
災
時
に
兵
庫
県
知
事

で
あ
っ
た
貝
原
俊
民
は
、
後
に
震
災
対
応
に
あ
た
り
幾
度

も
島
田
の
強
い
信
念
と
責
任
あ
る
行
動
を
思
い
起
こ
し
た

と
述
べ
て
い
る
。

　
島
田
の
最
期
ま
で
沖
縄
県
民
の
た
め
に
奮
励
し
た
姿
は
、

多
数
の
書
籍
、
報
道
な
ど
で
紹
介
さ
れ
、
映
画
も
制
作
さ

れ
た
。
彼
の
生
き
様
は
、
こ
れ
か
ら
も
人
々
の
心
を
動
か

し
続
け
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
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